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10
月
26
・
27
の
両
日
、
富
山
県
で
全
国
過
疎
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
各
県
で
毎
年
引
き
受

け
て
き
て
34
回
目
に
な
る
。
富
山
で
の
開
催
が
比
較

的
遅
か
っ
た
の
は
、
水
力
発
電
を
端
緒
と
す
る
工
業

化
の
進
行
が
早
く
て
職
場
に
恵
ま
れ
、
過
疎
地
域
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

筆
者
が
最
も
国
の
政
策
と
関
わ
っ
て
き
た
の
が
過

疎
問
題
で
、
総
務
省
の
過
疎
問
題
懇
談
会
の
座
長
と

過
疎
地
域
優
良
事
例
の
表
彰
委
員
長
を
ほ
ぼ
20
年
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
座
長
は
一
昨
年
の
新
法
制

定
を
機
に
退
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
表
彰
委
員
長

の
方
は
、
私
の
住
む
富
山
シ
ン
ポ
を
最
後
に
退
く
こ

と
に
な
っ
た
。
富
山
シ
ン
ポ
で
は
加
え
て
基
調
講
演

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
富
山
で
大
役
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
一
際
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

人
口
減
少
傾
向
の
中
で
、
過
疎
地
域
は
減
少
の
数

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
少
数
の
人
々
が
新
し
い

生
き
か
た
を
め
ざ
す
、
豊
か
な
少
数
社
会
の
構
築
こ

そ
目
標
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
都
市
と
は

異
な
る
価
値
が
育
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
筆
者
の
20
年

以
上
に
わ
た
る
持
論
で
あ
る
が
、
今
年
度
の
表
彰
地

域
の
中
に
も
そ
の
新
し
い
方
向
が
い
く
つ
か
見
え
た
。

新
潟
県
旧
山
古
志
村
は
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
。
集
団
で
避
難
し
、
錦
鯉
と
い
う
地
場
産
業

も
あ
っ
て
か
な
り
の
人
が
戻
っ
て
い
る
が
、
人
口
は

千
人
に
満
た
な
い
。
こ
こ
で
は
ロ
ー
カ
ル
の
価
値
を

最
大
限
に
広
げ
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
考
え
か

ら
、D
A
O
と
呼
ば
れ
る
分
散
型
自
立
組
織
を
活
用
、

差
し
替
え
不
可
能
な
N
F
T
を
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

×
電
子
住
民
票
」
と
し
て
活
用
し
、
人
口
8
0
0
人

の
村
が
N
F
T
を
接
点
と
し
た
世
界
に
ま
た
が
る
共

同
体
を
形
成
し
て
い
る
。
小
さ
な
村
の
未
来
志
向
と

し
て
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
う
。
そ
し
て

帰
省
と
称
し
て
む
ら
を
お
と
ず
れ
る
人
の
中
に
は
移

住
に
踏
み
切
る
人
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

徳
島
県
つ
る
ぎ
町
の
家け

賀か

集
落
は
、
丁
寧
に
耕
作

さ
れ
た
斜
面
農
業
で
世
界
農
業
遺
産
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
景
観
を
守
ろ
う
と
、
他
の
地
区
に

住
む
縁
者
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
耕
作
に
通
っ
て

藍
栽
培
を
復
活
、パ
ウ
ダ
ー
加
工
し
て
「
食
べ
る
藍
」

を
商
品
化
す
る
な
ど
、
地
域
の
価
値
を
守
り
育
て
て

こ
れ
か
ら
は
移
住
者
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

旧
山
古
志
村
の
ケ
ー
ス
も
家
賀
集
落
の
場
合
も
、

い
わ
ば
他
人
が
地
域
の
価
値
に
感
じ
、
そ
の
地
域
の

仲
間
、
ひ
い
て
は
主
役
に
な
っ
て
い
く
動
き
の
一
端

で
あ
る
と
思
う
。
関
係
人
口
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

て
久
し
い
が
、
常
住
人
口
が
減
っ
て
も
、
今
は
本
当

に
思
い
が
け
な
い
関
係
が
生
ま
れ
る
時
代
で
あ
る
。

過
疎
地
域
の
そ
の
点
を
も
含
め
た
発
展
を
心
か
ら
祈

り
た
い
。

幸を祈って奉納される「天の岩戸神楽」（写真提供　徳島県つるぎ町
ちょう

役場）

写真キャプション
「天の岩戸神楽（あまのいわ
とかぐら）」は、毎年元旦の
年明けとともに、つるぎ町の
松尾神社で奉納されている。
天の岩戸に隠れた天照大御神
が、神々の祈りと舞楽によっ
て導き出されるまでの神話に
基づく神社奉納歌舞。面をつ
けて舞う神楽としては県内最
大級。

富
山
で
の
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

終
え
て

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

宮み
や

口ぐ
ち 

侗と
し

廸み
ち

活

動

政

策

活

動

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

令
和
６
年
度
政
府
予
算
編
成
で
要
請
活
動
―
決
議
・
要
望
事
項
の
実
現
を
求
め
る
―
�
�
�
�
�
⑵

官
民
連
携
の
ス
ス
メ
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
使
い
こ
な
す
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
府 

地
方
創
生
推
進
事
務
局
��
⑷

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
若
者
は
山
里
を
め
ざ
す
」
上
映
会
を
開
催
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

こ
の
星
空
や
自
然
・
文
化
を
「
次
世
代
に
伝
え
る
」
─
星
空
保
護
区
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
─

　

保
護
し
な
が
ら
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
組
＝
東
京
都
神
津
島
村
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒂

３
人
の
恩
人
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
岐
阜
県
町
村
会
長
・
八
百
津
町
長　

金
子　

政
則
�
⒃
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総理官邸 　　村井内閣官房副長官（中央）自由民主党 　　森山総務会長（中央）

自由民主党 　　萩生田政務調査会長（中央） 総務省 　　船橋総務大臣政務官（中央右）

令和６年度政府予算編成で要請活動令和６年度政府予算編成で要請活動
―決議・要望事項の実現を求める――決議・要望事項の実現を求める―

2023年（令和 5年）12月11日　2第3263号

活　動

全国町村会は、令和６年度政府予算編成を控え、１１月１６日に政府予算対策本部を
設置するとともに、１１月２９日に正副会長が全国町村長大会（１１月１５日開催）で採
択した決議・緊急決議・特別決議及び全国町村長大会要望の実現方について、総
理官邸、自由民主党、総務省、国土交通省、厚生労働省、農林水産省に対し、要
請活動を行った。
※�決議・緊急決議・特別決議・大会要望は、町村週報3２６２号（１２月４日付）をご参
照ください。全国町村会ホームページ（https://www.zck.or.jp/）からもご覧
いただけます。

全国町村会全国町村会

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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【
総
理
官
邸
・
自
由
民
主
党
】

吉
田
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）

棚
野
副
会
長
・
会
長
代
行
（
北
海
道
白
糠
町
長
）

矢
田
副
会
長
・
会
長
代
行
（
石
川
県
津
幡
町
長
）

田
島
副
会
長
・
会
長
代
行
（
佐
賀
県
白
石
町
長
）

　【
総
務
省
・
国
土
交
通
省
】

鈴
木
副
会
長
（
岩
手
県
葛
巻
町
長
）

金
子
副
会
長
（
岐
阜
県
八
百
津
町
長
）

高
岡
副
会
長
（
鹿
児
島
県
徳
之
島
町
長
）

【
厚
生
労
働
省
】

松
田
副
会
長
（
秋
田
県
美
郷
町
長
）

古
口
副
会
長
（
栃
木
県
茂
木
町
長
）

岡
本
副
会
長
（
和
歌
山
県
九
度
山
町
長
）　

山
崎
副
会
長
（
岡
山
県
鏡
野
町
長
）

【
農
林
水
産
省
】

岩
田
副
会
長
（
千
葉
県
東
庄
町
長
）

玉
井
副
会
長
（
徳
島
県
板
野
町
長
）

要
請
活
動
参
加
者

要
請
活
動
参
加
者

厚生労働省 　　濵地厚生労働副大臣（中央）

農林水産省 　　舞立農林水産大臣政務官（中央）

国土交通省 　　丹羽道路局長（中央左）

第3263号3　2023年（令和 5年）12月11日

活　動

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 https://www.zck.or.jp/choson/
「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等
の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。
・「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利用いただける専用ページ

です。ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。
・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平成18年 9月27日付）

ですが、 お問い合わせは、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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真
夏
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
室
に
集
ま
る
人
た
ち

真
夏
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
室
に
集
ま
る
人
た
ち　　

８
月
某
日
の
昼
下
が
り
、
と
あ
る
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
室
に
集
ま
る
面
々
。
参
加
者
は
全

員
、自
治
体
職
員
だ
。
内
閣
府
主
催
の「
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
使
い
方
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
を
担
う
自
治
体

職
員
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
、
専
用
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て「
課
題
の
発
案
」

や
「
課
題
の
言
語
化
」
な
ど
を
実
践
的
に

学
ん
で
い
る
。
月
１
回
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
る
、こ
の
「
課
題
登
録
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

に
は
、
毎
回
数
十
名
の
自
治
体
職
員
が
自

主
的
に
参
加
し
て
い
る
。

町
村
職
員
に
こ
そ
使
っ
て
欲
し
い

町
村
職
員
に
こ
そ
使
っ
て
欲
し
い

官
民
連
携
や
公
民
連
携
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
く
も
の
の
、
実
際
に
一
般
企
業
へ

の
対
応
を
す
る
の
は
骨
が
折
れ
る
業
務

だ
。
特
に
マ
ル
チ
タ
ス
ク
を
こ
な
す
町
村

職
員
に
と
っ
て
は
、
対
外
対
応
は
後
回
し

に
な
り
が
ち
で
、
有
益
な
提
案
と
営
業

メ
ー
ル
を
仕
分
け
る
だ
け
で
も
相
当
な
時

間
を
費
や
し
て
し
ま
う
。

「
そ
ん
な
町
村
職
員
さ
ん
に
こ
そ
使
っ

て
欲
し
い
」
と
話
す
の
は
、
冒
頭
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め
る
内
閣
府
の

菊
地
健
太
さ
ん
。「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能
を
使
え
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
課

題
に
対
応
し
た
企

業
の
提
案
を
効
率

良
く
集
め
る
こ
と

が
で
き
、
提
案
の

中
か
ら
意
見
交
換

す
る
企
業
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
」

「
多
様
な
業
務
を

こ
な
す
町
村
職
員

だ
か
ら
こ
そ
、
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
行

う
こ
と
は
非
常
に

助
か
る
は
ず
」
こ

う
話
す
菊
地
さ
ん

も
自
治
体
か
ら
の

出
向
者
、つ
ま
り
、

自
治
体
職
員
だ
。

自
治
体
職
員
が
作
る
、
自
治
体
職
員

自
治
体
職
員
が
作
る
、
自
治
体
職
員

の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

内
閣
府
に
あ
る
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
企
画
開
発
チ
ー
ム
は
、
菊
地
さ
ん
を
含

む
３
名
の
自
治
体
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
自
治
体
職
員
の
目
か
ら
見
て
、
ど
う

す
れ
ば
よ
り
使
い
や
す
い
か
と
い
う
意
見

が
す
ぐ
に
反
映
さ
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
自
治
体
職
員
が
作
る
、
自

治
体
職
員
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

な
の
だ
。
そ
の
効
果
は
如
実
に
表
れ
て
お

り
、
当
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
会
員
数
は

２
０
１
８
年
の
開
設
以
降
上
昇
の
一
途
を

た
ど
り
、
２
０
２
３
年
９
月
末
時
点
で
７

３
４
５
団
体
、
名
実
と
も
に
国
内
最
大
級

の
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
成
長

し
て
い
る
。︵
資
料
１
︶

地方創生SDGs官民連携プラットフォームについて

 会員の実現したいゴール、解決したい課題、ノウハウなどの知見の共有を進めるために、プラットフォーム
が情報共有の基盤となり、官民（官同士、民同士もあり）連携の創出を運営事務局が支援する。

地域課題の登録
•解決したい地域課題の背景や
内容、期待する提案内容をプ
ラットフォームに登録

解決策の提案
•課題に即して自社製品やサー
ビスをカスタマイズしたソリュー
ションを提案

課題を解決したい会員
地方公共団体
1,143団体
（全体の64%）

※R5.9月末

解決策やノウハウを持つ会員
民間企業等
6,185団体

※R5.9月末

プラットフォームのマッチング機機能能

事事業業化化にに向向けけたたププロロジジェェククトトススタターートト！！

支援

プラットフォーム運営事務局にによよるるササポポーートト

マッチングイベントの開催
官民連携創出に向けた情
報交換を促進するイベント
を開催

伴走支援
課題登録など、会員がつま
づきがちな段階で支援を実
施

優良事例共有
官民連携の優良事例を広
く収集し、全国に発信

資料１
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ーー 令和５年度SDGs未来都市を選定し令和５年度SDGs未来都市を選定し
まま したーしたー

官民連携のススメ官民連携のススメ
「地方創生SDGs官民連携プラットフォーム」「地方創生SDGs官民連携プラットフォーム」

を使いこなす人たちを使いこなす人たち
内閣府 地方創生推進事務局内閣府 地方創生推進事務局

2023年（令和 5年）12月11日　4第3263号 町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p04-06 3263 政策_政策_地方創生SDGs官民連携プラットフォーム.indd   4p04-06 3263 政策_政策_地方創生SDGs官民連携プラットフォーム.indd   4 2023/12/11   15:00:192023/12/11   15:00:19



ま
ず
は
地
域
課
題
の
登
録
か
ら

ま
ず
は
地
域
課
題
の
登
録
か
ら

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
官
民

マ
ッ
チ
ン
グ
の
流
れ
は
、
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

通
じ
て
解
決
し
た
い
地
域
課
題
を
自
治
体

会
員
が
登
録
し
、
②
そ
れ
を
見
た
民
間
企

業
が
自
社
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
解
決
策
を
提
案
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。

そ
の
後
、
適
切
な
解
決
策
を
提
案
し
た
民

間
企
業
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
協
働
を
開
始
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
に
は
、
ま
ず
は

課
題
登
録
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。「
課

題
の
発
案
や
記
載
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
成
立
後
の
協
働
に

向
け
た
伴
走
支
援
な
ど
、
内
閣
府
が
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
勇
気
を
持
っ

て
課
題
登
録
と
い
う
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
く
だ
さ
い
！
」
と
菊
地
さ
ん
は
全
国
の

町
村
職
員
に
呼
び
か
け
た
。︵
資
料
２
︶

町
村
に
よ
る
官
民
連
携
事
例

町
村
に
よ
る
官
民
連
携
事
例

【
事
例
Ⅰ
】

　

徳
島
県
那
賀
町

　
　

×

株
式
会
社
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

�「
木
や
森
林
の
新
し
い
機
能
・
⽤
途
を

活
か
し
た
林
業
６
次
産
業
化
事
業
」

豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る
徳
島
県
那

賀
町
は
「
森
林
資
源
の
新
し
い
出
口
を
創

る
」
た
め
に
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
両
面
か
ら
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

の
新
し
い
利
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
業
実
施
体
制
の
構
築
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
那
賀
町
に
加
え
、
株
式
会
社

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
や
地
元
事
業
者
等

が
出
資
し
て
事
業
実
施
会
社
「
株
式
会
社

那
賀
ウ
ッ
ド
」
を
設
立
し
、
木
材
生
産
・

加
工
・
流
通
を
一
貫
で
行
う
６
次
産
業
化

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

素
早
く
応
え
、
森
林
資
源
を
循
環
利
用
で

き
る
よ
う
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
木
材
を
粉
砕
加
工
し
た
木
粉

︵
も
く
ふ
ん
︶
の
活
用
で
す
。
こ
れ
ま
で

活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
端
材
や
未
利
用

材
を
加
工
し
た
水
分
や
粒
度
が
安
定
し
た

木
粉
は
、
化
石
燃
料
の
代
替
材
料
や
木
の

機
能
性
を
活
か
し
た
新
素
材
原
料
と
し
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

マイページにログインし「課題を登録する」から課題登録画面に進み、
各項目を入力する

Step２

入力内容完了後、画面下部の「確認画面へ進む」をクリックするStep３

官民連携プラットフォーム利用の手順

Step１ 地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームのウェブサイト
（URL：https://future-city.go.jp/platform/）にアクセス

Step４ 登録内容確認画面下部の「登録・更新する」をクリックする

課題登録完了！

※すぐに課題登録しない場合は「一時保存」にて入力内容を保存可能
※「画面を印刷する」から入力画面の印刷も可能

Step５ 民間団体からニーズに沿った提案が来たら、マイページ内提案受領画
面にて「意見交換希望」を選択し、意見交換開始（マッチング成立）
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注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６
次
産
業
化
に
よ
り
市
場
ニ
ー

ズ
の
把
握
が
容
易
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

無
垢
材
に
つ
い
て
も
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
や

イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
「
新
し
い
用
途
」
が
広

が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
那
賀
町
で
は
、
官
民
連
携

に
よ
っ
て
、「
事
業
実
施
体
制
の
構
築
」
と

い
う
地
域
課
題
を
解
決
し
、「
新
し
い
機

能
」、「
新
し
い
用
途
」、
の
製
品
づ
く
り
を

行
う
こ
と
で
、「
森
林
資
源
の
新
し
い
出
口

を
創
る
」
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
Ⅱ
】

茨
城
県
境
町

　
　

�

×

Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ｙ
株
式
会
社

�「
全
国
自
治
体
初
！
自
動
運
転
バ
ス
定

常
運
行
『
誰
も
が
生
活
の
足
に
困
ら
な

い
町
』
へ
」

利
根
川
と
江
戸
川
の
分
岐
点
に
位
置
す

る
茨
城
県
境
町
は
、
バ
ス
の
運
行
区
間
が

町
の
中
心
部
の
み
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

郊
外
の
移
動
は
車
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
高
齢
者
の
免
許
返
納
も
ま
ま
な
ら
な

い
な
ど
、
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

町
長
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
課
題
を
解

決
す
る
に
は
、
公
共
交
通
網
へ
の
自
動
運

転
の
導
入
が
最
も
効
果
的
だ
と
判
断
し
、

自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
Ｂ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ｙ
株
式
会
社
と
自
動
運
転
バ
ス

の
導
入
に
向
け
て
連
携
し
、
沿
線
住
民
へ

の
周
知
や
関
係
構
築
に
努
め
、
令
和
２
年

11
月
26
日
に
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。　

ま
た
、
令
和
３
年
２
月
に
は
病
院
や

ス
ー
パ
ー
等
に
バ
ス
停
を
追
加
、
同
年
８

月
に
は
土
日
の
運
行
を
開
始
す
る
な
ど
、

矢
継
ぎ
早
に
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令

和
４
年
７
月
19
日
に
は
、
乗
車
人
数
が
１

万
人
を
突
破
し
、
住
民
の
足
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
境
町

で
は
、「
バ
ス
の
運
行

区
間
が
限
ら
れ
て
い

る
」、「
高
齢
者
が
免

許
を
返
納
で
き
な
い
」

と
い
う
地
域
課
題
を

官
民
連
携
に
よ
る
全

国
初
の
自
動
運
転
バ

ス
定
常
運
行
に
よ
っ

て
解
決
し
、「
誰
も
が

生
活
の
足
に
困
ら
な

い
町
」
づ
く
り
に
成

功
し
ま
し
た
。

官
民
連
携
へ
の

官
民
連
携
へ
の

大
き
な
第

大
き
な
第
１１
歩
を
歩
を

行
政
へ
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
い
る
な
か
、
自

治
体
内
だ
け
で
は
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
地
方
創
生
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
の
高
い
６
０
０
０
以
上

の
民
間
企
業
等
が
参
画
し
て
い
る
本
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

官
民
連
携
に
向
け
た
大
き
な
第
１
歩
を
踏

み
出
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

な
お
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集

に
つ
い
て
も
、
地
域
課
題
と
し
て
、
本
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
多
く
の
皆
さ

ま
に
使
い
こ
な
し
て
い
た
だ
き
、
官
民
連

携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
を
通
じ
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。︵
資
料
３
︶

　
お
問
合
せ
先

内
閣
府 

地
方
創
生
推
進
事
務
局

電
話
：
０
３-

５
５
１
０-

２
１
７
５

メ
ー
ル
：

　

 g.S
D

G
splatform

.h8a@
cao.

go.jp

プ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：

　

 https://future-city.go.jp/
platform

/

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

まずは課題を登録しよう！

あなたの自治体が抱えるその“行政課題”

“地域だけでは解決が難しい課題（＝困りごと）”

この問題も手を付けたいけれど、

どうすればいいか
わからない

この問題、
どうにかしたいけど、

予算がない

まずは課題を登録して、官民連携への大きな第一歩を踏み出しましょう！

民間企業・団体の知見を聞いてみませんか？

※企業版ふるさと納税の募集についても、“地域課題”として当プラットフォームに登録できます。
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開
会
に
あ
た
り
、
全
国
町
村
会　

角
田

秀
夫
次
長
が
主
催
者
挨
拶
に
立
ち
、
上
映

会
の
参
加
者
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
登

壇
者
等
に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
た
後
、「
都

市
か
ら
山
里
を
め
ざ
す
若
い
人
た
ち
の
活

躍
や
、
外
か
ら
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に

よ
り
地
域
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
こ
の

映
画
に
描
か
れ
て
い
る
」と
映
画
を
紹
介
。

映
画
上
映
の
後
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
こ
と
に
触
れ
、「
地
域
づ
く
り
、

地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
映
画
制
作
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
あ
る
㈱
農
文
協
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役　

鈴
木
敏
夫
氏
が
挨
拶
に
立

ち
、「
武
蔵
野
の
山
で
暮
ら
す
人
々
の
原

点
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
話
を
原
村
監

督
と
頻
繁
に
す
る
中
で
こ
の
映
画
を
制
作

す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
映
画
制
作
の
経

緯
を
説
明
。
続
い
て
、「
地
域
の
農
業
、

農
村
、
里
山
の
暮
ら
し
の
知
恵
と
い
う
も

の
を
都
会
の
人
に
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
で

雑
誌
『
う
か
た
ま
』
を
作
っ
た
が
、
こ
の

映
画
も
そ
の
よ
う
な
思
い
で
作
り
、
多
く

の
方
か
ら
賛
同
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
」

と
し
た
う
え
で
、
最
後
に
、「
多
く
の
人

に
映
画
を
観
て
い
た
だ
き
、
内
容
に
共
感

し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
機
会
に
な

る
映
画
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画�

�
�

�

「
若
者
は
山
里
を
め
ざ
す
」
上
映

「
若
者
は
山
里
を
め
ざ
す
」
上
映

主
催
者
挨
拶
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
挨
拶

の
後
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
若
者

は
山
里
を
め
ざ
す
」
が
上
映
さ
れ
た
。

全
国
町
村
会
は
10
月
17
日
、
東
京
都
内
で
、
原
村
政
樹
監
督
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
若
者
は
山
里
を
め
ざ
す
」
上
映
会
を
開
催
し
た
。

本
上
映
会
は
、
全
国
町
村
会
の
「
都
市
・
農
村
共
生
社
会
創
造
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
事
業
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
全
国
各
地
か
ら
町
村
関
係

者
等
50
名
が
参
加
し
た
。

上
映
会
で
は
、
同
映
画
の
上
映
に
引
き
続
き
、
原
村
政
樹
監
督
、
出
演
者

（
西
沙
耶
香
氏
、
高
野
晃
一
氏
）
及
び
舞
台
と
な
っ
た
埼
玉
県
秩
父
郡
東
秩

父
村
の
足
立
理
助
村
長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
し
た
。

▲挨拶する角田次長

映画のあらすじ
＊映画ホームページから引用

豊かな暮らしは、山里にあった。

自然を慈しみ、助け合いながら生きる、� �
東秩父村に暮らす若者たちの３年を追った
ドキュメンタリー

都心から僅か60㎞、バスと電車で80分、
標高600メートルの山々が連なる山間に、
東秩父村がある。「埼玉県の消滅可能性都
市No.1」に指定されたこの村に、都会暮
らしをやめ移り住む若者たちが増え始め
た。村出身の西沙耶香さんは、コンビニも
ないこの村から出たいと高校卒業後上京。
だが、ふるさとを消滅させたくないと仕事
をやめ村に戻ってきた。東京出身の高野晃
一さんは、地域起こし協力隊に応募して採
用された元銀行員。村の特産品であるノゴ
ンボウに着目し村の特産品として開発を進
め、地域に溶け込み移住を決意した。他に
も和紙職人を目指す青年や芸大卒の女性、
鬼太鼓座の若者たちも、村に住む戦前・戦
後を生きた先輩たちと交流しながら生きる
知恵を身につけていく。

▲�挨拶する鈴木農文協プロダ
クション代表取締役

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
若
者
は
山
里
を
め
ざ
す
」

「
若
者
は
山
里
を
め
ざ
す
」

��

上
映
会
を
開
催

上
映
会
を
開
催
全国町村会全国町村会
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ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

映
画
上
映
後
、
原
村
政
樹
監
督
、
西
沙

耶
香
氏
、
高
野
晃
一
氏
及
び
足
立
理
助
村

長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
進
行
は
全
国
町
村
会　

小
野
文
明
経

済
農
林
部
長
が
務
め
た
。

映
画
を
撮
っ
た
き
っ
か
け
と
一
番
訴
え
た

か
っ
た
こ
と
（
原
村
監
督
）

各
地
の
村
々
を
訪
ね
歩
い
て
い
く
中

で
、
中
山
間
地
の
荒
廃
、
人
が
い
な
く
な

り
、
山
林
も
も
の
す
ご
く
荒
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
を
見
て
き
た
。
ど
う
し
た
ら

こ
の
村
が
輝
き
を
戻
せ
る
の
か
を
考
え
た

と
き
に
、
そ
れ
は
若
い
力
な
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。
若
者
た
ち
が
村
で
色
々
な

苦
労
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

せ
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
村
の
人
た
ち
と

外
か
ら
来
た
人
が
つ
な
が
り
合
い
な
が

ら
、
若
者
た
ち
は
村
の
人
か
ら
学
び
、
村

の
人
た
ち
も
若
い
人
が
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
活
き
活
き
と
し
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な

山
里
が
持
っ
て
い
る
人
と
人
と
の
温
か
い

つ
な
が
り
と
い
う
も
の
の
価
値
を
、
こ
れ

か
ら
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
世
代
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
後
の
自
身
の
変
化
（
西
氏
）

村
の
人
た
ち
の
す
ご
く
前
向
き
な
価

値
観
に
触
れ
、「
何
も
な
い
」
と
い
う
も

の
の
捉
え
方
が
一
番
変
わ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
後
の
自
身
の
変
化

（
高
野
氏
）

村
に
住
み
、色
々
と
関
わ
る
中
で
、物
々

交
換
の
や
り
と
り
や
自
分
が
収
穫
し
た
野

菜
を
食
べ
る
と
い
う
、
お
金
で
は
な
い
や

り
と
り
が
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
村
の
皆
さ
ん
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
映
画
を
観
た
感
想
（
足
立
村
長
）

私
が
20
歳
の
と
き
に
村
に
帰
っ
て
き
て

以
来
、
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
が
全

て
こ
の
映
画
に
描
か
れ
て
い
た
。
本
当
に

感
動
し
た
。
田
園
回
帰
が
人
間
の
真
理
だ

と
思
っ
て
い
る
。

日
本
の
山
村
の
現
状
と
田
園
回
帰
す
る�

�

若
者
が
山
村
を
め
ざ
す
動
機（
原
村
監
督
）

若
者
が
山
村
を
め
ざ
す
の
は
、
今
の
社

会
が
息
苦
し
い
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
が

し
た
い
、
自
分
の
力
を
伸
ば
す
の
は
こ
の

場
所
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
る

か
ら
で
は
な
い
か
。

山
は
山
里
の
人
た
ち
の
た
め
だ
け
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
都
会
を
含
め
た
日
本
に

暮
ら
す
全
て
の
人
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
日
本
に
生
き
て

い
く
若
者
た
ち
の
た
め
に
、
ま
ず
山
を
何

と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め

に
、
山
里
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う

こ
と
。
都
会
に
あ
ま
り
に
も
人
が
多
す
ぎ

る
の
で
、
も
う
少
し
分
散
し
て
い
く
よ
う

な
流
れ
が
で
き
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

で
あ
る
。

地
域
の
方
々
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き

た
か
（
西
氏
・
高
野
氏
）

地
域
の
方
々
の
根
っ
こ
に
あ
る
部
分
は

変
わ
ら
な
い
と
思
う
。
自
虐
ネ
タ
の
よ

う
に
、「
何
も
な
い
の
よ
。
そ
れ
が
い
い

の
よ
」と
言
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、色
々

東秩父村出身。25歳のとき
に東京での勤めを退職。地
域おこし協力隊としてＵタ
ーンで村に戻る。現在は、
隣町の観光案内所や移住サ
ポートセンターに勤務しな
がら、村の魅力を伝える活
動を続けている。

▼西　沙耶香　氏

▲原村　政樹　氏
千葉県生まれ。「海女のリ
ャンさん」で長編記録映画
の製作を開始。以後「いの
ち耕す人々」、「無音の叫び
声」、「武蔵野」、「お百姓さ
んになりたい」、「タネは誰
のもの」、「食の安全を守る
人々」など、農業をテーマ
に作品を発表。

▲高野　晃一　氏
大学卒業後、都内の会社に
就職。地域おこし協力隊に
採用され東秩父村に移住し
た。伝統的な食文化を未来
につなぐことに注力。現在
は、東京の地域活性化関連
の会社で学びながら、東秩
父村との二拠点生活を送
る。

20歳のときにＵターンで東
秩父村に戻る。村議会議員・
議長を経て、平成24年９月、
村長に就任。現在３期目。
「田園回帰」という言葉が
出てくる以前から「田園願
望」という言葉に着目して
いる。

▼足立　理助　氏
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
で

は
す
ご
く
堂
々
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
物
事

を
表
面
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
目
の
前
に
あ
る

こ
と
か
ら
い
か
に
想
像
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
を
地
域
の
人
た
ち
か
ら
学
ん
だ
。

�

（
西
氏
）

―
・

―
・

―

私
は
は
じ
め
、
村
の
名
所
や
名
物
を
作

り
た
い
と
、
す
ご
く
ガ
ツ
ガ
ツ
し
て
い
た

部
分
が
あ
っ
た
。村
の
人
と
関
わ
る
中
で
、

す
ぐ
に
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
た
と
気
が
付

い
た
。
村
に
は
何
も
な
い
の
で
は
な
く
、

た
く
さ
ん
の
生
活
の
知
恵
を
使
っ
て
生
き

て
き
た
人
が
い
て
、
そ
れ
が
東
秩
父
村
の

魅
力
だ
と
感
じ
た
。
そ
れ
以
来
、
そ
の
こ

と
を
心
に
留
め
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
私
が
最
初
に
村
に
来
た
と
き
、
村
の

人
は
す
ご
く
警
戒
し
て
い
た
と
思
う
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
と

協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�

（
高
野
氏
）

村
の
中
で
起
き
て
い
る
変
化（
足
立
村
長
）

最
近
、
よ
そ
か
ら
若
い
人
た
ち
が
引
っ

越
し
て
き
て
、お
店
を
開
い
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
映
画
を
通
じ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら

村
の
よ
さ
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
い
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
う
ま
く
受
け
入
れ

る
ポ
イ
ン
ト
（
西
氏
・
高
野
氏
・
原
村
監
督
）

ど
の
地
域
で
も
大
変
な
こ
と
は
あ
る
と

思
う
。
ま
ず
は
同
じ
目
線
で
等
身
大
で
地

域
を
見
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち

が
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
と
い
う

こ
と
を
自
分
の
先
入
観
な
し
に
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
方
に

は
、
人
の
人
生
を
扱
う
事
業
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
心
に
留
め
て
い
た
だ
け
た
ら
有

難
い
。�

（
西
氏
）

―
・

―
・

―

魅
力
と
い
う
も
の
は
元
々
地
域
に
眠
っ

て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
引
き
出

し
て
こ
そ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
の
で
は

な
い
か
。�

（
高
野
氏
）

―
・

―
・

―

も
ち
ろ
ん
そ
の
人
の
資
質
に
も
よ
る

し
、
必
ず
し
も
全
て
が
う
ま
く
い
く
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
、
受
け
入
れ
側
、
行
政

の
問
題
が
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。
折
角

若
い
人
が
来
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
人
が
や

る
こ
と
を
応
援
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。�

（
原
村
監
督
）

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い

か
（
西
氏
・
高
野
氏
）

村
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
よ
う
に
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔

で
い
た
い
し
、
誰
か
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
勇

気
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
。

�

（
西
氏
）

―
・

―
・

―

便
利
に
な
っ
て
い
く
世
界
は
少
し
怖

い
と
村
に
居
て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
も
昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
を
し
て
い

る
方
は
東
秩
父
村
に
多
く
い
る
の
で
、

便
利
さ
、
効
率
重
視
、
お
金
重
視
の
よ

う
な
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
私
も
将

来
的
に
は
、
村
で
今
の
時
代
に
合
っ
た

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
き
た
い
。

�

（
高
野
氏
）

原
村
監
督
か
ら
自
主
上
映
会
の
ご
案
内

こ
の
映
画
の
映
画
館
で
の
上
映
は
終

わ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
公
民
館
等
で
の
自
主
上
映
会
を
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
上
映
会
を
開
催
す
る
際
に
は
、

映
画
を
観
た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
頑
張
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
等
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
な
も
の
を
併

せ
て
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
映
画
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
自
主
上
映
会
の
開
催
方
法
や
予
算

等
も
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
有
難
い
で
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
若
者
は
山

里
を
め
ざ
す
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://w
akam

ono-yam
azato.

com
/

お
問
合
せ
先

全
国
町
村
会　

経
済
農
林
部

電
話
：
０
３

－

３
５
８
１

－

０
４
８
５

メ
ー
ル
：keinou@

zck.or.jp

▲進行する小野経済農林部長
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１
．
神
津
島
村
の
概
要

「
神
達
集
り
給
い
て
詮
議
有
り
し
島
な
れ

ば
神
集
島
と
名
付
け
給
え
り
」
伊
豆
諸
島
創

世
を
伝
え
る
三
宅
記
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
「
神
集
島
」
が
神
津
島
の

名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
理
は
、
東
京
か
ら
１
７
８
㎞
、
伊
豆
諸

島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
18
・
58
㎢
、

周
囲
22
㎞
で
、
村
落
は
島
の
西
側
に
集
中
す

る
一
島
一
村
の
島
で
す
。

東
京
湾
竹
芝
桟
橋
か
ら
大
型
船
で
約
12
時

間
、高
速
船
で
約
３
時
間
45
分
で
す
。
ま
た
、

調
布
飛
行
場
か
ら
航
空
便
は
45
分
で
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

島
の
中
央
に
は
、
花
の
百
名
山
並
び
に
新

日
本
百
名
山
の
一
座
に
名
を
連
ね
る
天
上
山

▲「美しい神津島の星空を子や孫の代まで残すこと」を目的とし、始まった取組により、東京都で初めて「星空保護区」に認定された

▲多幸湾と天上山。天上山の裾野に広がる海岸は島民憩いの場所

東京都
神津島村

神こ
う

津づ

島し
ま

村む
ら

東
京
都

こ
の
星
空
や
自
然
・
文
化
を

　
　
　
　
　「
次
世
代
に
伝
え
る
」

　

星
空
保
護
区
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

保
護
し
な
が
ら
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
組
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を
は
じ
め
、
宮
塚
山
、
高
処
山
、
秩
父
山
が

座
し
、
急
峻
で
平
地
が
少
な
い
地
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

島
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
の
約
２
、
８

０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
、
昭
和
45
年
に
は
２
、

０
８
１
人
と
、
激
減
し
ま
し
た
。
平
成
２
年

に
は
２
、４
６
６
人
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
徐
々
に
減
少
し
、
令
和
４
年
８
月
１

日
現
在
１
、
７
９
４
人
と
な
り
、
近
年
で
は

横
ば
い
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

島
の
主
な
産
業
は
、
農
業
・
漁
業
・
観
光

業
で
あ
り
、
農
業
の
主
な
換
金
作
物
は
ア
シ

タ
バ
・
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
等
で
す
が
、
さ
ら
な
る
農
業
の
活
性
化
を

目
指
し
て
新
規
就
農
者
の
育
成
や
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
島
に
適
し
た
新
た
な
換
金
作

物
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

漁
業
は
、
東
京
諸
島
で
最
も
盛
ん
に
操
業

さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
エ
ビ
・
海
草
類
・
赤
イ

カ
・
金
目
鯛
等
、
多
種
の
漁
獲
物
が
市
場
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
業
は
、
近
年
で
は
４
万
人
ほ
ど
の
来

島
者
数
で
推
移
し
て
お
り
、
主
な
観
光
資
源

と
し
て
、
天
上
山
や
後
述
す
る
星
空
、
白
い

砂
浜
と
透
明
度
の
高
い
海
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
一
番
人
気
は
海
を
目
的
と
し

た
観
光
で
あ
り
、
来
島
者
数
の
約
半
数
が
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
盛
ん
に
な
る
夏
季
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

２
． 

昭
和
40
年
代
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
夏
季
観
光
へ
の
依
存

神
津
島
の
観
光
業
は
、
昭
和
40
年
代
の
離

島
ブ
ー
ム
に
よ
り
急
激
に
伸
び
、島
の
経
済
・

生
活
環
境
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
最
盛
期
に
は
年
間
10
万
人
の
来
島
者
数

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夏
季

に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
夏
に
な

る
と
島
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
が
あ
ふ
れ
、

宿
に
入
り
き
ら
な
い
客
も
あ
る
ほ
ど
で
し

た
。
当
時
は
そ
の
よ
う
な
概
念
が
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
に
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
状
況

で
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
で
の
観
光
地
化
、

さ
ら
に
は
激
安
海
外
ツ
ア
ー
等
の
普
及
に
よ

り
、
来
島
者
は
減
少
、
前
記
し
た
よ
う
に
近

年
で
は
４
・
５
万
人
ほ
ど
の
来
島
者
数
で
推

移
し
て
い
ま
す
。月
別
来
島
者
数
を
み
る
と
、

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
半
数
以
上
の
方
が

来
島
し
て
お
り
、
夏
季
の
観
光
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
現
状
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
視
さ
れ
る

昨
今
、
神
津
島
に
お
け
る
夏
季
来
島
者
の
受

入
状
況
は
飽
和
状
態
に
近
く
、
来
島
者
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
観
光
の
あ
り
方
を
改

め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

３
． 

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の 

「
星
空
保
護
区
Ⓡ
」

星
空
保
護
区
と
は
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
に

本
部
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
あ
る
国
際

ダ
ー
ク
ス
カ
イ
協
会
（
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
が
認
定
す

る
光
害
の
影
響
の
な
い
、
暗
く
美
し
い
夜
空

を
保
護
・
保
存
す
る
た
め
の
優
れ
た
取
組
を

た
た
え
る
「
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
プ
レ
イ
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
和
名
で
、
こ
の
認
定
地
を
総

称
し
た
も
の
を
星
空
保
護
区
と
言
い
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
現
在
、
国
内
で
は
４
地
域
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
津
島
で
は
、
平
成
29
年
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
神
津
島
観
光
協
会
が
周
年
を
と
お
し
て

活
用
で
き
る
満
天
の
星
を
「
神
津
島
ま
る
ご

と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と
銘
打
ち
、
星
空
ガ

イ
ド
養
成
や
星
空
観
測
会
・
星
空
観
測
ツ

ア
ー
等
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
認
定
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
９
月
、
Ｉ
Ｄ
Ａ
関
係
者
の
方
に

ご
来
島
い
た
だ
き
、
島
内
関
係
者
向
け
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
美
し
い

神
津
島
の
星
空
を
子
や
孫
の
代
ま
で
残
す
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
保
護
区
認
定
を
目
指
す

こ
と
と
な
り
、
東
京
都
が
推
進
す
る
東
京
宝

▲一本釣り漁という漁法で釣られる「キンメダイ」は絶品▲海水浴客で賑わう赤崎遊歩道

▲「神津島星空ガイド養成講座」は島民をはじめ14名が受講した
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島
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
動
き
出

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
12
月
に
は
、
美
し
い
星
空
を
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
神
津
島
星
空

公
園
条
例
」
及
び
「
神
津
島
村
の
美
し
い
星

空
を
守
る
光
害
（
ひ
か
り
が
い
）
防
止
条
例
」

を
制
定
し
、翌
年
１
月
よ
り
施
行
し
ま
し
た
。

並
行
し
て
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
の

で
す
が
、
星
空
保
護
区
の
認
定
を
受
け
る
に

は
道
路
灯
・
防
犯
灯
の
形
状
・
色
温
度
が
Ｉ

Ｄ
Ａ
の
基
準
※
を
ク
リ
ア
す
る
も
の
に
交
換

す
る
必
要
が
あ
り
、
暗
く
な
っ
て
安
全
性
が

保
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
声

が
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

根
気
よ
く
、
説
明
を
続
け
、
理
解
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
、
道
路
灯
・
防
犯
灯
交
換
後
に
、
数

か
所
、
暗
く
な
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
場
所
に
灯
具
を
追
加
す

る
こ
と
で
対
応
し
、
安
全
性
を
保
つ
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

道
路
灯
・
防
犯
灯
を
交
換
す
る
に
あ
た
り
、

大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。
当
時

は
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
基
準
合
致
す
る
灯
具
が
な
く
、

そ
の
入
手
に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、
岩
崎

電
気
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
特
注
の
道
路

灯
・
防
犯
灯
を
開
発
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
、
令
和
2
年
4
月
よ
り
交
換
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
年
７
月

に
は
島
内
２
／
３
の
交
換
が
完
了
し
、
８
月

に
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
星
空
保
護
区
へ
の
申
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
１
日
星
空
保
護

区
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
正

式
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
星

空
ガ
イ
ド
の
育
成
や
星
空
観
測
会
・
星
空
観

測
ツ
ア
ー
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
講
演
会
や
特
別

事
業
を
開
催
し
、
星
空
保
護
区
の
意
味
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

星
空
は
季
節
ご
と
に
そ
の
姿
を
変
え
、
見

る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
神
津

島
の
観
光
閑
散
期
で
あ
る
冬
季
は
空
気
が

澄
み
渡
り
、
星
空
観
測
に
最
適
な
季
節
を
迎

え
る
た
め
、
通
年
の
観
光
資
源
と
し
て
最
適

で
す
。

実
際
、
観
光
業
に
携
わ
る
方
々
に
話
を
聞

く
と
、
星
空
保
護
区
認
定
後
か
ら
、
星
空
を

目
的
に
ご
来
島
く
だ
さ
る
方
が
増
え
た
と
伺

い
ま
し
た
。
星
空
保
護
区
認
定
が
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
た
め
、
数
字
で
の
比
較
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
星
空
保
護
区
認
定
を
目
指
し
た
こ

の
取
組
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
星
空
保
護
区
に
つ
い
て
積
極
的

▲�光害を防止し、美しい星空を保護するた
め、道路灯・防犯灯の交換工事を実施。
民間企業と協力し、灯具開発から行った

▲�村・観光産業界・地域住民の努力が実り、
令和2年12月に星空保護区ダークスカイ・
アイランドとして正式認定を受けた（右）

◀島民ガイドが行う星空観察ツアー（左）
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に
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
べ
く
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
認
定
地
域
と

連
携
も
図
っ
て
い
ま
す
。

※
上
方
光
束
0
％
、
色
温
度
３
０
０
０
Ｋ
以
下

４
． 
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
守
り

伝
え
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

神
津
島
で
は
多
様
な
自
然
環
境
と
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
と
環
境
保
全
活
動

に
取
り
組
み
、
神
津
島
の
豊
か
な
自
然
と
文

化
・
伝
統
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
３

年
か
ら
神
津
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、「
神
津
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
全
体
構
想
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
、
こ
の
全
体
構
想
を
主
務
大
臣
（
環

境
、
国
土
交
通
、
農
林
水
産
、
文
部
科
学
）

へ
提
出
し
、
９
月
１
日
に
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

神
津
島
に
は
天
上
山
や
海
・
星
空
等
の
自

然
観
光
資
源
と
、
漁
師
町
の
営
み
が
色
濃
く

残
る
歴
史
文
化
な
ど
、
と
て
も
魅
力
的
な
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
に
頼
っ
て
い
た
側
面
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
全
体
構
想
に
基
づ
き
、

自
然
を
見
せ
る
観
光
か
ら
、
自
然
を
守
る
観

光
へ
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
、
通
年
の
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
天
上
山
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ

や
、
村
内
の
史
跡
等
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
充
実

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第

１
に
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
が
重
要
で
す
。

本
村
で
は
、
す
で
に
、
星
空
ガ
イ
ド
の
育
成

実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
ガ
イ
ド
養
成
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
講
演
会
や
特
別
授
業
等
を
開
催
し

学
習
す
る
機
会
を
設
け
て
、
特
に
児
童
生
徒

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
学
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
根
付
か
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
自
然
を

守
り
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
の
観
点
で
は
、
こ
の
取

組
に
よ
っ
て
、
通
年
観
光
が
成
立
し
、
多
く

の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど
、
観
光
事
業
者
が
専

業
で
生
計
を
立
て
暮
ら
す
こ
と
が
最
終
目
標

で
す
。

５
． 

そ
の
他
特
色
の
あ
る
取
組　
　

「
離
島
留
学
制
度
」

都
立
神
津
高
校
は
昭
和
47
年
に
60
名
の
入

学
生
を
迎
え
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
や
生
活
環
境
・
教
育
環
境
の
変
化
等
に
よ

り
島
内
高
校
へ
の
入
学
希
望
者
は
激
減
し
、

全
校
生
徒
30
名
ほ
ど
ま
で
に
減
少
し
た
た

め
、
後
々
の
神
津
高
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
神
津
島

村
で
は
、
平
成
25
年
離
島
振
興
法
の
見
直
し

に
絡
め
て
、
平
成
24
年
の
神
津
島
村
離
島
振

興
計
画
素
案
に
「
離
島
留
学
制
度
」
を
盛
り

込
み
、
平
成
27
年
度
よ
り
民
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
い
う
形
で
、
男
子
生
徒
１
名
の
留
学

生
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
男
子
寮
・
女
子
寮
と
も
完
備
さ
れ
、

男
子
７
名
、
女
子
６
名
が
留
学
し
、
高
校
全

体
の
生
徒
数
は
46
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

離
島
留
学
希
望
者
は
年
々
増
加
し
、
昨
年

は
22
名
の
面
接
を
行
い
男
子
３
名
、
女
子
２

名
の
受
入
を
し
ま
し
た
。

離
島
留
学
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
神
津
島

高
校
全
体
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
全
体

の
学
力
も
目
に
み
え
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
神
津
島
を
担
う
有
望

な
人
材
育
成
の
た
め
支
援
の
継
続
・
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

６
．
最
後
に

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
社
会
状
況
の
中
、全
国
的
に
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

村
も
例
外
で
は
な
く
、令
和
12
年
に
は
人
口
１
、

５
２
７
人
に
な
る
と
推
計
※
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
規
模
の
縮
小
が
予
想
さ
れ
る
中
に
お

い
て
も
、
神
津
島
で
暮
ら
す
こ
と
で
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
心
も
身
体
も
健
康
で
豊
か

に
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
神
津
島
村
第
５
次

総
合
計
画
で
は
「
誰
も
が
健
や
か
で
、
生
き

生
き
と
活
力
の
あ
る
島
づ
く
り
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
星
空
保
護

区
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
を
通
じ
て
、

観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
さ
ら
に
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
社
会
福
祉
、
防
災
、
教
育
の
充

実
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

東
京
都
神
津
島
村
長　

前
田　

弘

▲�今後はエコツーリズムにも注力し、島の自然環境や
歴史文化を次世代に引き継ぐことを目指している

▲�島内の神社で催される無形民俗文化財「神津島のかつお釣り行事」の様
子。漁師の若衆が鰹の一本釣りの所作を演じてその年の豊漁を祈願する
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日 時　2024 年１月 15 日（月）13：30 − 15：30
スピーカー　�関口�智氏・佐藤�一光氏（JFM×GRIPS 連携プロジェク

ト「人口減少時代等社会構造変革下における地方財政に
関する調査研究会」副委員長・委員）

対 象　地方行財政・教育関係研究者、地方自治体職員　等
会 場　�【ハイブリッド】GRIPS（東京都港区）（対面）�

&Zoom（オンライン）
参 加 費　無料／言語：日本語
申 込　�右記QRコードの申込フォームから申込
（�https://grips-ac-jp.zoom.us/webinar/
register/WN_REGC_zRkTtGsDLaAr4xUDA）
問 合 せ　local-governance@grips.ac.jp（事務局）

社会構造変革下における地方財政を考えるフォーラムシリーズ（第６回）

JFM×GRIPS PROJECT SPECIAL FORUM vol.6

プロジェクトHP：https://gripslocalgovernance.institute/

主 催 JFM × GRIPS 連携プロジェクト（事務局　政策研究大学院大学）
副学⻑・教授・地域政策コースディレクター　高田　寛文

１　開会・挨拶（13：30〜）
政策研究大学院大学（GRIPS）副学長・教授・
地域政策コースディレクター� 高田�寛文�氏
地方公共団体⾦融機構（JFM）

理事　川窪�俊広�氏
２　発表（13：40〜）
「米国ニューヨーク州における学校区財政
の苦悩－現地調査を踏まえて－」

関口�智�氏
「人づくりする人をつくる：ドイツの苦境か
ら学ぶ」

佐藤�一光�氏
３　意⾒交換・質疑（15：10〜）
４　閉会�� （司会：GRIPS 教授　羽白�淳）
※発表テーマ等は変更の可能性があります。
※�対面会場は政策研究大学院大学（港区六本⽊ 7-22-1）・オン
ライン会場はZoomで、定員を超える対面会場希望は、オ
ンライン参加となります。

プログラム

スピーカー

立教大学経済学部専任講師、准教授、米国カリ
フォルニア大学サンタバーバラ校客員研究員な
どを経て、2014年4月より現職。総務省地方財
政審議会特別委員等を歴任。主著に、『現代ア
メリカ連邦税制－付加価値税なき国家の租税構
造』（単著、東京大学出版会）、『地方財政・公会
計制度の国際比較』（編著、日本経済評論社）等。

慶應義塾大学経済学部助教、内閣府計量分析
室、岩手大学人文社会科学部准教授を経て、
2021 年 4月より現職。主著に、『環境税の
日独比較：財政学から見た租税構造と導入過
程』（単著 ､慶應義塾大学出版会）、「現代貨
幣理論の構造と租税論・予算論からの検討」
『財政研究』第 16巻、他。

×
立教大学
経済学部
教授

関口 
　 智

東京経済大学
経済学部
准教授

佐藤 
一光

現地調査から⾒えた
米国ニューヨーク州・ドイツの教育・人づくりと地方財政

―�十｢国｣十色、現場に立つ地方自治�―
日時  2024年１月15日（月）13：30－15：30　　 会場  GRIPS×Zoom

地方公共団体金融機構（JFM）と政策研究大学院大学（GRIPS）は2021年、人口減少等社会構造変革下における地方財政に関
する調査研究・教育プロジェクトを立ち上げました。研究テーマの第一に、地方財政が密接に関わり公共性の高い教育・人づくり
分野を取り上げ、欧米との国際比較研究から今後の地方のあり方を考えていきます。

第６回フォーラムでは、前回に引き続いて、米国ニューヨーク州とドイツでの現地調査を通じて明らかになった、両国の教育・人
づくりと地方自治体の役割、そして地方財政の現状について紹介します。二つの国の事例から、社会構造変革下にある日本へどの
ような示唆を引き出すことができるのでしょうか。これからの日本の人づくりや地方財政について、考えていきたい長期的・構造
的視点について議論します。
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町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）、
井
手
町
及
び

井
手
町
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
、
井
手
町
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
つ
つ
、
親
し
み
や
す
く

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
般

公
募
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

3
3
4
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
誕
生
し
た

の
が
、「
い
で
た
ん
」
で
す
。「
い
で
た
ん
」
は
、

「
井
手
町
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
有
名
な
「
玉
川
」

生
ま
れ
。「
玉
川
」
に
生
息
し
て
い
た
「
カ
ジ

カ
ガ
エ
ル
」
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
は
井
手
町
特
産
の
み
か
ん
と
竹
の
子
、
お

茶
の
葉
を
詰
め
込
ん
で
い
て
、
ズ
ボ
ン
の
ボ

タ
ン
に
は
町
の
花
「
や
ま
ぶ
き
」
が
咲
い
て

い
ま
す
。
例
年
4
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る
「
井

手
町
さ
く
ら
ま
つ
り
」
等
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
の
が
大
好
き
な
「
い
で
た
ん
」。

こ
れ
か
ら
も
、
井
手
町
と
井
手
町
商
店
街
を

元
気
に
し
て
く
れ
る
「
い
で
た
ん
」
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
に
上
富
田
町

が
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
般
公
募
し
ま

し
た
。
約
80
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
町

の
中
高
生
を
中
心
と
し
た
委
員
会
で
選
考
を

重
ね
、「
ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん
ぱ
い
」
は
誕
生
し

ま
し
た
。
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
の
は
、
町
内
の

岡
地
区
で
古
く
か
ら
生
産
さ
れ
、
町
の
特
産

品
で
も
あ
る
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
で
す
。
例
年

2
月
に
開
催
さ
れ
る
「
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ

ン
」
や
8
月
下
旬
の
「
富
田
川
友
遊
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
等
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭

り
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
町
民
や
観
光

客
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
誕
生
後
、

わ
ず
か
半
年
で
任
命
さ
れ
た
上
富
田
町
の
宣

伝
広
報
担
当
係
長
と
し
て
、
誰
よ
り
も
上
富

田
町
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
胸
に
、
こ
れ
か

ら
も
町
の
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

2
0
1
3
年
12
月
18
日
生
ま
れ
。
正
義
感
が
強
く
、
子
ど
も

好
き
。「
飛
島
音
頭
」
を
踊
る
の
が
得
意
だ
が
、
全
部
踊
れ
る

か
ど
う
か
は
体
調
に
よ
る
。
遠
く
か
ら
で
も
困
っ
て
い
る
人

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
趣
味
は
飛
島
村
を
元
気
に
す

る
こ
と
と
め
だ
か
の
世
話
。

2
0
1
7
年
3
月
3
日
に
田
中
神
社
の
森
の
ひ
ょ
う
た
ん
畑
で
生

ま
れ
る
。
ク
ー
ル
で
頼
も
し
い
先
輩
。
頭
の
栓
を
抜
い
て
人
々
の

悩
み
を
吸
い
取
っ
て
く
れ
る
。
頭
の
上
に
つ
い
て
い
る
赤
い
ひ
も

は
上
富
田
町
の
悩
み
が
大
き
く
な
る
と
立
つ
が
、
水
で
清
め
る
と

元
に
戻
る
。

　
平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）
飛
島
村
は
、

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
飛
島
学
園
の
児
童
・
生
徒
か
ら
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
名
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
58
点
の
中
か
ら
、
厳
正
な
る
審
査

の
上
、「
と
び
し
マ
ン
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

職
業
は
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
い
う
設
定
の
た
め
、

ヒ
ー
ロ
ー
ス
タ
イ
ル
の
い
で
た
ち
に
、
特
産

品
の
「
ね
ぎ
」
を
模
し
た
剣
と
特
産
品
の
「
ほ

う
れ
ん
そ
う
」
と
「
飛
島
村
せ
ん
べ
い
」
の

ロ
ゴ
が
描
か
れ
た
楯
を
持
ち
、
お
で
こ
に
は

村
章
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
年
8

月
に
開
催
さ
れ
る「
夏
ま
つ
り
」や
10
月
の「
村

民
体
育
祭
」、
11
月
の
「
飛
島
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ス
タ
」
等
、
村
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る「
と
び
し
マ
ン
」。

こ
れ
か
ら
も
飛
島
村
の
平
和
と
発
展
の
た
め

に
活
動
を
続
け
ま
す
。

京都府井手町
愛知県飛島村

和歌山県上富田町

2012年3月生まれ。元気いっぱいで、好奇心
旺盛な男の子。歌をうたうことが大好きで、
趣味はお散歩。歴史と自然豊かな井手町の人
たちが大好き。そしてもちろん、井手町産の
みかんや竹の子も大好き。

い
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岐
阜
県
八
百
津
町
は
、
長
野
県
か
ら
愛

知
県
伊
勢
湾
に
注
ぐ
大
河
「
木
曽
川
」
の

中
間
点
、
岐
阜
県
東
部
の
山
間
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

第
２
次
世
界
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
迫
害
か
ら
逃
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
避
難

民
等
に
対
し
て
、
国
の
意
に
反
し
て
日
本

の
通
過
ビ
ザ
を
発
給
し
、
数
千
人
も
の
尊

い
命
を
救
っ
た
元
外
交
官
・
杉
原
千
畝
氏

の
出
身
地
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
功
績
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
２
０
０
０
年
、
町
に

「
杉
原
千
畝
記
念
館
」
を
開
館
し
、
世
界

へ
平
和
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
自
慢
で
は
、
高
さ
２
１
５
ｍ
を

誇
る
、
日
本
一
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が

あ
り
ま
す
。
秋
に
は
町
内
産
の
栗
を
使
っ

た
和
菓
子
「
栗
き
ん
と
ん
」
が
名
物
で
、

例
年
９
月
か
ら
の
新
栗
解
禁
時
期
に
は
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
の
人
生
に
お
け
る
3
人
の
恩

人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
人
目
は
、
牧
野
祐
平
先
生
（
高
校
時

代
の
野
球
部
監
督
）
で
す
。

私
の
高
校
時
代
の
恩
師
、
野
球
部
監
督

が
病
で
入
院
中
の
病
院
に
お
見
舞
い
に

伺
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
先
生
は
ベ
ッ
ド

か
ら
私
に
向
か
っ
て
「
お
お
っ
金
子
か
。

も
う
ア
ウ
ト
や
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

細
く
な
っ
た
先
生
の
足
を
さ
す
っ
て
い
ま

す
と
、
先
生
は
に
こ
っ
と
笑
み
を
浮
か
べ

ら
れ
て
、「
お
前
い
く
つ
に
な
っ
た
。
毎
日

の
練
習
思
い
出
す
な
あ
～
。
き
つ
い
練
習

に
耐
え
た
お
前
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
必
ず
し
っ
か
り
と
生
き
て
い
け
る
ぞ
。

頑
張
れ
や
」
小
さ
な
声
で
囁
か
れ
ま
し
た
。

私
は
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
く
る
の
を

覚
え
、
病
室
を
後
に
し
ま
し
た
。
そ
の
３

日
後
、
先
生
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

牧
野
祐
平
先
生
と
い
う
高
校
時
代
の
恩

師
か
ら
野
球
を
通
し
て
教
わ
っ
た
、
生
き

る
力
、
考
え
る
力
、
勇
気
は
、
人
生
に
お
い

て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

先
生
に
は
「
感
謝
」
の
想
い
で
一
杯
で
す
。

２
人
目
は
、
田
中
邦
衛
さ
ん
（
俳
優
）

で
す
。

今
は
亡
き
田
中
邦
衛
さ
ん
は
、
ド
ラ
マ

『
北
の
国
か
ら
』
で
愚
直
な
父
親
役
を
演

じ
ら
れ
た
俳
優
で
す
。

あ
る
時
、
こ
ん
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。「
日
本
は
成
長
に
何
を
求
め

て
き
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
陰
で
い
ろ
ん
な

も
の
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
い
、
子
ど
も

た
ち
の
目
か
ら
輝
き
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
ん
な
日
本
の
落
と
し
も
の
、
人
々

の
忘
れ
も
の
を
拾
っ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
役
者
人
生
を
削
っ
て
い
き
た

い
。
削
る
こ
と
を
問
い
詰
め
て
い
き
た
い
。

表
現
を
削
り
、
自
分
を
削
り
な
が
ら
風
と

波
に
漂
う
人
生
を
続
け
た
い
と
思
う
。
世

間
の
人
が
そ
れ
を
見
て
『
あ
、
何
か
こ
そ

ば
ゆ
い
な
』
っ
て
感
じ
て
く
れ
る
。
そ
ん

な
存
在
で
あ
り
た
い
。」
ま
た
、
仕
事
で

海
外
に
も
よ
く
出
掛
け
ら
れ
、「
貧
し
く

て
も
お
お
ら
か
な
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
の

姿
や
澄
ん
だ
目
は
人
の
痛
み
や
輝
き
、
優

し
さ
が
経
済
成
長
と
は
関
係
の
な
い
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

邦
衛
さ
ん
が
、
に
こ
っ
と
笑
っ
て
温
か

い
手
の
中
で
、
私
た
ち
が
忘
れ
た
も
の
を

拾
っ
て
温
め
、「
こ
ん
な
も
ん
が
落
ち
て

る
よ
」
と
放
り
投
げ
て
く
れ
る
よ
う
な
声

が
今
で
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
ん
な
感
動
的
な
お
話
を
幾
度
と
な
く

お
聴
き
す
る
た
び
に
、
真
っ
直
ぐ
な
人
柄

が
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
起
こ
し
て
い
ま
す
。

３
人
目
は
、田
中
澄
江
先
生
（
劇
作
家
）

で
す
。

花
の
百
名
山
の
著
者
、
田
中
澄
江
先
生

と
は
、
笠
ヶ
岳
、
恵
那
山
な
ど
を
ご
一
緒
に

登
り
、
花
を
学
び
、
歴
史
を
学
び
、
人
生

を
学
び
ま
し
た
。
数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、

出
版
社
か
ら
一
冊
の
本
が
届
き
ま
し
た
。

そ
の
本
の
題
名
は
『
夫
の
始
末
』。
本

の
内
容
は
、
絹
と
い
う
名
の
主
人
公
が
60

余
年
の
結
婚
生
活
の
中
で
夫
と
い
う
男
性

に
ど
う
対
処
し
て
き
た
か
と
い
う
女
の
軌

跡
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
先

生
は
、
60
数
年
連
れ
添
っ
て
90
歳
で
亡
く

な
ら
れ
た
夫
の
劇
作
家
・
田
中
千
禾
夫
先

生
の
遺
影
が
花
と
共
に
飾
ら
れ
て
い
る
部

屋
で
、私
に
向
か
っ
て
机
を
叩
き
な
が
ら
、

「
こ
う
し
て
こ
こ
を
叩
い
て
、『
冗
談
じ
ゃ

な
い
わ
よ
、
さ
っ
さ
と
先
に
逝
っ
ち
ゃ
っ

て
、
ま
だ
成
仏
さ
せ
て
や
ら
な
い
か
ら
、

安
ら
か
に
お
眠
り
な
さ
い
な
ん
て
言
っ
て

や
ら
な
い
よ
。
お
化
け
に
な
っ
て
出
て

ら
っ
し
ゃ
い
。』
と
い
つ
も
言
っ
て
る
の
」

そ
し
て
、「
次
の
山
の
お
話
、
高
い
山
は

登
り
尽
く
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
は
低
い
山

に
出
掛
け
た
い
わ
ね
。
歳
を
取
っ
た
ら
ど

ん
ど
ん
登
ら
な
く
て
は
駄
目
。
そ
う
し
な

い
と
筋
肉
が
硬
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。　
　

そ
の
年
の
夏
も
先
生
と
佐
久
の
天
狗
山

に
登
り
健
気
で
美
し
い
山
に
咲
く
花
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戯
曲
や
小
説
な
ど
幅
広
い
執
筆
活
動
で

知
ら
れ
る
劇
作
家
の
田
中
澄
江
先
生
の
葬

儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
、
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖

マ
リ
ア
大
聖
堂
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
、
澄
江
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。「
私
は
熟
年
と
い
う
言
葉
は
使
わ

な
い
。
人
間
は
い
つ
も
熟
し
て
い
る
も
の

だ
か
ら
。
ポ
ト
ン
と
地
に
落
ち
る
時
は
本

当
に
熟
し
た
時
。
花
も
枯
れ
れ
ば
落
ち
る

時
が
死
ぬ
時
だ
か
ら
」。

私
の
心
。
人
生
の
師
で
も
あ
っ
た
巨
星

が
落
ち
た
。

３
人
の
恩
人

金か
ね

子こ　
政ま

さ

則の
り

岐
阜
県
町
村
会
長
・
八や

百お

津つ

町
長
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